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オ フ ィ ス ア ワ ー 木曜日１２：００－１３：００ 

成 績 評 価 の 方 法 期末試験 

講 義 内 容  

国際経済学は、広義には、国際貿易論と国際マクロ経済学を含むが、本講義では、国際貿易

論を、主として理論的に考察する。講義の内容は、おおよそ以下の通りである。 

 

１． イントロダクション 

２． リカード・モデル 

３． 特殊的要素モデル 

４． ヘクシャー＝オリーン・モデル 

５． 交易条件の決定 

６． 規模の経済性と貿易―産業内貿易の理論― 

７． 貿易政策の理論 

８． 国際貿易システム（ＧＡＴＴ＝ＷＴＯの原則） 

９． 地域経済統合 

１０． 南北問題と経済開発 
 

ぜひ履 修 すべきもの ミクロ経済学入門、マクロ経済学入門、世界経済論 

本 講 義 と 関 連 の 

あ る 他 の 科 目 

履 修 が望 ましいもの ミクロ経済学１，２、マクロ経済学１，２、 

 


